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籾痕のある土器No. |

岩沼市長岡遺跡出土のものである。器高は6.1cm，口径は8.7c,n、

底径は4.8cmである。色調は、内外面とも暗褐色を呈する。胎土には

粗砂粒が多く含まれている。器面｛よ内外とも凹凸があり、特に内部

底面'よそれが著しい。器形Iま休部から:ま霞直立ぎ､みIこ立ち上がる動

l l禄部|土やや肥｢革している。文獺ま、 剛禄部堂体IT|jにLRの単諦斜

縄文が施されている。 また[1禄部と休部の境にIま權絡文か施されて

いる．外画底部と内I菌は雑なミガキが施されているっ底部から約1

cm上位で籾のIE痕が認められた （表紙写真の矢印)ﾜ土器Iま太田が保

祷している。なお、以111に本上器'よ、太田によって富戟弩古第6号

に紹frされている。 （太田昭夫）


